
現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

26,255 3,447 22,808

妊婦健診目標受
診率　100％

産後ケア目標利
用数　100件

妊婦保健指導目
標数40件

母子保健医療
対策総合支援
事業補助金 妊婦健診受診率

98.7％

産後ケア利用数
114件

妊婦保健指導数
44件

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-1 子育て支援の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-1-1 子育て支援・子育て環境の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

妊産婦保健推進事業

妊娠期の妊婦の健康維持と胎児の正常な
発育、妊婦が出産後の育児をイメージし
て妊娠期を過ごせるよう事業を行う。産
後の心身回復や育児技術の習得、育児負
担の対応をを早期に図ることで、産後う
つ病予防や産婦が安心して育児ができる
よう事業を行う。

妊婦健康診査受診票交付　240人
産婦健康診査受診票交付　240人
マタニティスクール　実45人 延
べ70人
マタニティスクール沐浴コース
19人
産後ケア　宿泊型48回　日帰り
型33回　訪問型33回
妊婦保健指導　実43人　延44人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

妊娠期の妊婦の健康維持と胎児の正常な発育、産婦が安心して育児をするために必要な事業であるため、継続して実施する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

18,726 823 566 149 17,188

赤ちゃん訪問目
標訪問率
100％

新生児聴覚検査
目標受診率
100％

乳幼児健診目標
受診率　100％

子ども・子育
て支援交付金

子ども・子育
て支援交付金

フッ素塗布手
数料他

赤ちゃん訪問率
93.8％
新生児聴覚検査
受診率99.6％
乳児健診受診率
97.7％
1歳6か月児健診
受診率96.6％
3歳時健診受診
率
98.0％

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-1 子育て支援の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-1-1 子育て支援・子育て環境の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

乳幼児保健推進事業

乳幼児の健やかな心身の成長発達を促
し、保護者が子どもの成長発達と先の成
長の見通しをとらえながら安心して育児
ができるよう事業を実施する。

赤ちゃん訪問 225人
新生児聴覚検査　230人
2か月児相談　113組
乳児健診　実419人　延べ754人
1歳6か月児健診　実279人　延べ
292人
3歳児健診　実344人　延べ384人
あそび教室　実28人　延151人
フッ素塗布　実506人
出前健康講座　14回

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

母子保健法により自治体に健診実施が義務付けされており、乳幼児の健康保持に必要な事業であることから、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

5,756 3,606 847 1,303

妊娠届出時の保
健師面接目標割
合　100％
この地域で子育
てをしたいと思
う目標割合
95％

子ども・子育
て支援交付金

子ども・子育
て支援交付金

妊娠届出時の保
健師面接割合
100％
この地域で子育
てをしたいと思
う割合
3か月児96.3％
1歳6か月児
95.7％
3歳児98.0％

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-1 子育て支援の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-1-1 子育て支援・子育て環境の充実

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

子育て世代包括支援
センター事業

妊娠・出産・子育てに関する様々な相談
に対応し、妊娠期から子育て期の切れ目
ない支援を関連機関と連携しながら一体
的に実施する。妊産婦保健推進事業、乳
幼児保健推進事業、食育推進事業と連動
して行う。

妊娠届出時の面接実施数　240人
相談延べ件数　2,201件
子どもノート配布　250件

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

母子保健法により自治体の設置が努力義務付けされており、妊娠期から子育て期へと切れ目ない支援が必要であることから、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

2,167 744 200 1,223

①参加目標数35
人
②参加目標数10
人
③参加目標数
150人
④参加目標数50
人
⑤参加目標数50
人

保健事業負担
金

北海道健康づ
くり財団助成
金

①参加数40人
②参加数7人
③参加数162人
④参加数53人
⑤参加数52人

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

健康づくり啓発・生
活習慣病予防事業

健康寿命の延伸や生活習慣病予防、ここ
ろの健康のための市民への保健指導及び
健康情報の啓発を行う。

①生活習慣病予防教室　9回 40
人
②市民健康講座(3回1コース）7
人
③健康情報展 5日間　162人
④こころの健康講座　53人
⑤自殺対策（ゲートキーパー）
研修2回52人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

健康寿命延伸のため、幅広い年代の市民が自分の身体の状態を知り、生活習慣の改善や必要な受診につながることが必要であり、現状継続とする。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

38 38

食育懇談会
開催予定回数１
回

小学校出前講座
予定２校

妊婦保健指導目
標40件

食育懇談会
開催回数１回

小学校出前講座
実施２校

妊婦保健指導実
績40件

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

食育推進事業

食育推進計画の策定及び進行管理のた
め、食育推進懇談会を開催する。
健康寿命の延伸、生活習慣病予防のため
の食育事業・保健指導は、健康推進課各
事業と連動して実施する。

食育推進懇談会　1回
市内関係機関情報共有　5回
小学校入学前出前講座　2回
妊婦保健指導（再掲）実43人
延44人

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

第3次食育推進計画の目標達成のため、出前講座等の食育事業の実施および進捗管理や課題の意見交換を行う食育推進懇談会を継続する。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

165 165

令和4年度目標
受診者数169人

令和4年度受診
者数(実績)161
人

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

エキノコックス症は早期発見・早期治療が重要なことから、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

エキノコックス症予
防対策事業

エキノコックス症の早期発見、早期治療
を図るため、小学3年生以上を対象に、血
液検査を実施する。

エキノコックス症検診受診者
161人

現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

0 0

12歳1人あたり
う歯本数　1.0
本/人未満

12歳1人あたり
う歯本数　0.8
本/人

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

フッ化物洗口推進事
業

市立保育園及び市立小学校で、う歯予防
のためのフッ化物洗口を実施する。

新型コロナウイルス感染症対策
で
令和4年度は中止。
令和5年度に再開に向けた準備を
開始予定。

現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）担

当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

新型コロナウイルス感染症対策のため、令和４年度は事業を中止したが、子どものう歯予防のために必要な事業であり、継続する。令和5年度中に再開
予定である。



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

448 448

令和4年度目標
受診率80％

令和4年度受診
率(実績)63.4％

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-1 健康づくりの支援
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

胃がんの主たる原因であるピロリ菌を若年期に検査、除菌することは発症予防に有効であり、現状継続とする。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

ピロリ菌対策事業
胃がんをはじめ、慢性胃炎、胃・十二指
腸潰瘍等の主な原因となるピロリ菌検査
を、中学3年生を対象として実施する。

一次検査　373人
二次検査　10人

現状継続 現状継続

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

137,413 8,042 129,371

夜間急病セン
ター受診者数
1,000人

急病医療業務
内科・外科受診
者数3,200人
歯科受診者数50
人

夜間急病セン
ター使用料他 夜間急病セン

ター受診者数
915人

急病医療業務
内科・外科受診
者数3,690人
歯科受診者数29
人

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-2 医療体制の確保
事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

急病医療業務（在宅当番医制度）について、引受け可能な医療機関数の減少により、当番体制の確保に支障が生じていることから、北広島医師会との連
携により、将来的に持続可能な体制の確立に向けた検討が必要である。

二次評価についての
コメント

引受け可能な医療機関数の減少により体制の確保に支障が生じてきていることから、持続可能な体制の確立に向けて検討すること。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

救急医療推進事業

市民の安全・安心を確保するため、北広
島医師会の協力を得て、夜間や休日の急
病に毎日24時間体制で対応する。
また、休日の歯科救急について市内の歯
科医院が加入する千歳歯科医師会の協力
を得て実施する。

夜間急病センターの運営管理
(年中無休)
内科・小児科 915人
急病医療業務
内科・外科　3,690人
歯科　29人
救急医療啓発普及業務

要検討 要検討

担
当
課



現状継続

要検討

見直し

休止
終了

国支出金 道支出金 地方債 その他 一般財源

5,224 5,224

助成率（申請数
/出生数）100％

助成率　100％

担
当
課

事業を休止や終了とするもの

一次評価を踏まえた
今後の方向性
（評価の視点）

市外医療機関や助産所で妊婦健康診査を受診する妊婦の経済的負担軽減のため、今後も事業を継続する。

二次評価についての
コメント

現状継続とする。

実績等 評価基準
一次
評価

二次
評価

健
康
推
進
課

妊婦健康診査通院支
援事業

妊娠期間中に市外の産婦人科等を受診す
る際の通院に要する費用を助成する。

助成数　238件 現状継続 現状継続

事業名 事業内容 事業費
財源内訳（単位：千円）

令 和 5 年 度  事 務 事 業 評 価 調 書

総合
計画
体系

章 1 ともに歩み笑顔が輝くまち
評価区分

事業を現状のまま継続して実施するもの

節 1-5 健康づくり・地域医療の充実
事業効果をさらに高めるために事業内容等を検討するもの

事業の廃止や縮小を見据えて事業内容等を見直すもの

施策 1-5-2 医療体制の確保


